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cOCbOBaOA  ,, とする。 

 0)(  baacbcaBCOA  baac   

 0)(  bacbacbACOB  bacb   

 0)(  accbabcABOC  accb   

これより accbba   ──① 

 

また、△OAB、△OBC、△OCAの面積を 321 ,, SSS とすると 
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したがって OCOBOA  であり、①から COABOCAOB  であるから、 

△OAB、△OBC、△OCAは合同な二等辺三角形である。 

これより、 CABCAB  がわかり、△ ABCは正三角形である。 
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したがって xCABCAB  であり、4つの面がすべて正三角形であることが示された。 

 

以上により、この四面体は正四面体である。(証明終) 

 

 

※文系の問題文は、ベクトルを用いなさいと教えてくれており、理系より親切である。 


